
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
四
四
九

公
　
　
　
告

○
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五
二

○
換
地
処
分
の
実
施
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五
三

公
安
委
員
会

○
指
定
講
習
機
関
の
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五
三

○
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五
三

正
　
　
　
誤

○
平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
付
号
外
第
十
一
号
中
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五
五

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
、
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備

部
砂
防
課
及
び
峡
東
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

笛
吹
市

里
道

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

北
居
村
西
割
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

北
居
村
西
割
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

天
神
原

急
傾
斜
地
の
崩
壊

南
居
村
西
割

急
傾
斜
地
の
崩
壊

天
神
原
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
倉

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
倉
の
２
・
新
倉
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

村
中

急
傾
斜
地
の
崩
壊

沢
の
入

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
芦
川

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
日
向
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
日
向
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
村
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
村
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
倉
下
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

向
川
Ⅱ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

向
川
Ⅱ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

猪
原
Ⅱ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
七
十
六
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

四
四
九

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
年八

月
七
日

第
千
八
百
七
十
六
号

木　曜　日



猪
原
Ⅱ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

猪
原
Ⅱ
―
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

釜
戸
沢

土
石
流

里
道
川

土
石
流

鶯
宿
沢
の
入
沢
川

土
石
流

長
久
保
沢

土
石
流

鶯
宿
新
倉
沢

土
石
流

中
芦
川
里
道
川

土
石
流

中
芦
川
沢
の
入
沢
川

土
石
流

門
の
木
沢
川

土
石
流

竹
の
久
保
沢

土
石
流

葭
ヶ
久
保
沢

土
石
流

ぬ
く
原

土
石
流

カ
ワ
ホ
シ
沢

土
石
流

ナ
シ
ャ
ン
ク
ボ

土
石
流

宮
ヶ
入
沢
川

土
石
流

松
尾
沢
川

土
石
流

中
の
入
沢
川

土
石
流

セ
ン
ド
沢
川

土
石
流

ナ
ン
マ
ツ
沢

土
石
流

沢
妻
川
―
１

土
石
流

沢
妻
川
―
２

土
石
流

沢
妻
川
―
３

土
石
流

中
芦
川
向
川

土
石
流

中
芦
川
入
沢
川

土
石
流

鶯
宿
入
沢
―
１

土
石
流

鶯
宿
入
沢
―
２

土
石
流

鶯
宿
入
沢
―
３

土
石
流

二
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
特
別
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

現
象
の
種
類

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

笛
吹
市

里
道

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

北
居
村
西
割
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

北
居
村
西
割
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

天
神
原

急
傾
斜
地
の
崩
壊

南
居
村
西
割

急
傾
斜
地
の
崩
壊

天
神
原
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
七
十
六
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
七
日

四
五
〇



新
倉

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
倉
の
２
・
新
倉
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

村
中

急
傾
斜
地
の
崩
壊

沢
の
入

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
芦
川

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
日
向
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
日
向
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
村
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

西
村
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

新
倉
下
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

向
川
Ⅱ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

向
川
Ⅱ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

猪
原
Ⅱ
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

猪
原
Ⅱ
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

猪
原
Ⅱ
―
３

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
久
保
沢

土
石
流

門
の
木
沢
川

土
石
流

ぬ
く
原

土
石
流

カ
ワ
ホ
シ
沢

土
石
流

ナ
シ
ャ
ン
ク
ボ

土
石
流

中
の
入
沢
川

土
石
流

セ
ン
ド
沢
川

土
石
流

沢
妻
川
―
２

土
石
流

沢
妻
川
―
３

土
石
流

中
芦
川
向
川

土
石
流

鶯
宿
入
沢
―
１

土
石
流

鶯
宿
入
沢
―
２

土
石
流

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
、
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備

部
砂
防
課
及
び
峡
南
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

鰍
沢
町

駅
前
通
り
２
丁
目

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

駅
前
通
り
２
丁
目
の

急
傾
斜
地
の
崩
壊

２大
通
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
七
十
六
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
七
日

四
五
一



大
通
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
通
の
２
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
通
の
２
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
知
沢
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
知
沢
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

駅
前
通
り
２
丁
目
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
知
沢
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
知
沢
Ⅱ
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

天
白
沢

土
石
流

中
の
沢

土
石
流

ニ
ヤ
カ
沢

土
石
流

平
沢

土
石
流

柳
沢

土
石
流

二
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

市
町
村
名

土
砂
災
害
特
別
警
戒

土
砂
災
害
の
発
生

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

区
域
の
名
称

原
因
と
な
る
自
然

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

現
象
の
種
類

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

鰍
沢
町

駅
前
通
り
２
丁
目

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
図
面
省
略
）

駅
前
通
り
２
丁
目
の

急
傾
斜
地
の
崩
壊

２

大
通
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
通
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
通
の
２
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

大
通
の
２
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
知
沢
―
１

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
知
沢
―
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

駅
前
通
り
２
丁
目
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
知
沢
Ⅱ

急
傾
斜
地
の
崩
壊

長
知
沢
Ⅱ
の
２

急
傾
斜
地
の
崩
壊

中
の
沢

土
石
流

ニ
ヤ
カ
沢

土
石
流

平
沢

土
石
流

公
　
　
　
告

'

砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
の
実
施

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
砂
利
採
取

業
務
主
任
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
試
験
日
時

平
成
二
十
年
十
一
月
十
四
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二
　
試
験
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
八
番
五
号
　
県
民
情
報
プ
ラ
ザ

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
七
十
六
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
七
日

四
五
二



三
　
受
験
資
格

年
齢
、
性
別
、
学
歴
、
居
住
地
及
び
国
籍
を
問
わ
な
い
。

四
　
試
験
科
目

次
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
筆
記
試
験
を
行
う
。

１
　
砂
利
の
採
取
に
関
す
る
法
令

２
　
砂
利
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
な
事
項
（
基
礎
的
な
土
木
及
び
河
川
工
学
に
関
す
る
事
項
を
含

む
。）

五
　
受
験
手
続

１
　
提
出
書
類

（一）

受
験
願
書

（二）

写
真
（
受
験
願
書
提
出
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
像
の
も
の
で
、

縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
裏
面
に
撮
影
年
月
日
、
氏
名
及
び
年
齢
を

記
載
し
た
も
の
）

一
枚

２
　
受
験
手
数
料

八
千
円
（
受
験
願
書
に
八
千
円
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、
消
印
は

し
な
い
こ
と
。）

受
験
手
数
料
は
、
出
願
を
取
り
消
し
、
又
は
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し
な
い
。

六
　
受
験
願
書
の
提
出
方
法

受
験
願
書
は
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
（
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
に
提
出
す

る
こ
と
。

七
　
受
験
願
書
受
付
期
間

平
成
二
十
年
十
月
二
十
四
日
（
金
）
か
ら
同
年
十
一
月
七
日
（
金
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定

め
る
条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
月
七
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
。

八
　
合
格
者
の
発
表

山
梨
県
庁
東
側
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
掲
示
板
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
合
格
者
に
は
合
格
証
を
交
付
す
る
。

九
　
そ
の
他

１
　
試
験
当
日
持
参
す
る
も
の

（一）

受
験
票

（二）

筆
記
用
具

２
　
疑
問
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
（
電
話
〇
五
五
―
二
二
三
―
一
六

四
二
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

'

換
地
処
分
の
実
施

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
一
宮
北
部
地
区
の
換
地
処
分
を
平
成
二
十
年
七
月
二
十
八
日
実
施
し
た
。

平
成
二
十
年
八
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

'

換
地
処
分
の
実
施

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
春
日
居
第
一
地
区
の
換
地
処
分
を
平
成
二
十
年
七
月
二
十
八
日
実
施
し

た
。

平
成
二
十
年
八
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
九
十
九
号

指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
財
団
法
人
山
梨
県
交
通
安
全
協
会
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
七
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
丸
　
　
茂
　
　
紀
　
　
彦

一
　
変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名
　
八
木
　
吉
治

二
　
変
更
年
月
日
　
平
成
二
十
年
六
月
十
二
日

'

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
二
条
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。平

成
二
十
年
八
月
七
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
丸
　
　
茂
　
　
紀
　
　
彦

一
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分
、
実
施
日
時
及
び
実
施
場
所

１
　
警
備
業
務
の
区
分
及
び
実
施
日
時

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
七
十
六
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
七
日

四
五
三



（一）

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
（
以
下
「
二
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。）

平
成
二
十
年
九
月
九
日
（
火
）
及
び
同
月
十
日
（
水
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で

（二）

法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
（
以
下
「
四
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。）

平
成
二
十
年
十
一
月
十
一
日
（
火
）
及
び
同
月
十
二
日
（
水
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
十
二
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
と
す
る
。

２
　
実
施
場
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
二
十
一
番
二
十
号
　
山
梨
県
農
業
共
済
会
館
二
階
研
修
室

二
　
受
講
定
員

１
　
二
号
警
備
業
務
　
三
十
人

２
　
四
号
警
備
業
務
　
十
人

三
　
受
講
対
象
者

受
講
申
込
み
を
行
う
日
に
お
い
て
、
受
講
を
希
望
す
る
講
習
に
係
る
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務

の
区
分
に
係
る
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
（
以
下

「
資
格
者
証
」と
い
う
。）又
は
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習

等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
。
以
下
「
講
習
規
則
」
と
い
う
。）

第
七
条
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

１
　
最
近
五
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年

以
上
で
あ
る
者

２
　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以
下

「
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

も
の
に
限
る
。
以
下
「
一
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
係
る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書

（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

３
　
検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。

以
下
「
二
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警

備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

４
　
検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六

十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
第
一
条
第
二
項
に

規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
一
級
検
定
」

と
い
う
。）
に
合
格
し
た
者

５
　
旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の

に
限
る
。
以
下
「
旧
二
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合

格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も

の

四
　
受
講
手
続

１
　
事
前
申
込
手
続

（一）

事
前
申
込
み
の
方
法

受
講
を
希
望
す
る
者
は
、
山
梨
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
（
受
付
専
用
電

話
〇
五
五
―
二
二
七
―
七
八
三
〇
）
あ
て
に
事
前
に
申
込
み
を
行
い
、
受
理
番
号
を
取
得
す
る

こ
と
（
電
話
一
本
に
つ
き
一
人
の
受
付
と
し
、
受
付
専
用
電
話
以
外
で
の
受
付
は
行
わ
な
い
。）。

（二）

事
前
申
込
受
付
期
間

次
に
掲
げ
る
警
備
業
務
の
区
分
ご
と
に
行
う
。

な
お
、
先
着
順
に
受
け
付
け
、
事
前
申
込
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
申
込
人
員
が
定
員
に

達
し
た
場
合
は
、
受
付
を
締
め
切
る
。

a

二
号
警
備
業
務

平
成
二
十
年
八
月
十
八
日
（
月
）
及
び
同
月
十
九
日
（
火
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で

s

四
号
警
備
業
務

平
成
二
十
年
十
月
二
十
日
（
月
）
及
び
同
月
二
十
一
日
（
火
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で

２
　
受
講
申
込
手
続

１
の
事
前
申
込
手
続
を
行
い
、
受
理
番
号
を
取
得
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
警
備
業
務
の
区
分

に
よ
り
受
講
の
申
込
み
を
行
う
こ
と
。

（一）

受
講
申
込
受
付
期
間

a

二
号
警
備
業
務

平
成
二
十
年
八
月
二
十
日
（
水
）
か
ら
同
月
二
十
二
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で

s

四
号
警
備
業
務

平
成
二
十
年
十
月
二
十
二
日
（
水
）
か
ら
同
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

（二）

提
出
書
類

a

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
　
一
通

s

写
真
（
申
込
前
六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
、
上
三
分
身
、
無
帽
、
無
背
景
の
縦
の
長

さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面

に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

一
枚

d

資
格
者
証
又
は
修
了
証
明
書
の
写
し
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梨
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f

受
講
対
象
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面

ア
　
三
１
に
該
当
す
る
者

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
疎
明
す
る
警
備
業

者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。）
及
び
履
歴
書

イ
　
三
２
に
該
当
す
る
者

一
級
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し

ウ
　
三
３
に
該
当
す
る
者

二
級
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
二
級
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一

年
以
上
当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
疎
明
す
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書

エ
　
三
４
に
該
当
す
る
者

旧
一
級
検
定
に
係
る
合
格
証
の
写
し

オ
　
三
５
に
該
当
す
る
者

旧
二
級
検
定
に
係
る
合
格
証
の
写
し
及
び
旧
二
級
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一

年
以
上
当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
疎
明
す
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書

g

代
理
人
が
受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状

（三）

受
講
手
数
料

受
講
手
数
料
は
、
受
講
申
込
書
提
出
時
に
次
に
掲
げ
る
警
備
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
次
に
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
申
込
み
を
取
り
消
し
、
又
は
受
講
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し

な
い
。

a

二
号
警
備
業
務
　
一
万
四
千
円

s

四
号
警
備
業
務
　
一
万
円

（四）

受
講
申
込
書
等
の
提
出
先

（二）
に
掲
げ
る
書
類
を
申
込
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
（
他
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
甲
府
警
察
署
）
に
提
出
し
、
受
理
番
号
を
申
告
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
受
け
付
け
な
い
。

五
　
講
習
の
委
託

講
習
は
、
社
団
法
人
山
梨
県
警
備
業
協
会
（
所
在
地
　
甲
府
市
宝
一
丁
目
二
十
一
番
二
十
号
）
に

委
託
し
て
行
う
。

六
　
修
了
証
明
書
の
交
付

講
習
終
了
後
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
修
了
考
査
を
行
い
、
合
格
者
に
は
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

七
　
そ
の
他

１
　
講
習
初
日
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
前
八
時
二
十
分
ま
で
に
受
付
を
済
ま
せ
る
こ
と
。

２
　
受
講
者
は
受
講
に
当
た
り
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

３
　
講
習
に
つ
い
て
の
質
疑
は
、
山
梨
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
（
電
話
〇
五
五

―
二
三
五
―
二
一
二
一
内
線
三
〇
二
二
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

正
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

○
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
規
程
第
十
一
号
（
公
職
選
挙
法
等
施
行
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
）

一

上

終
わ
り
か
ら
四

「
参
議
院
議
員
選
挙
区
選
出
「
参
議
院
選
挙
区
選
出
議

議
員
」

員
」
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